
　
飯
舘
村
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、地
域
資
源
を
活

用
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。12
人
の
学
生
が
３
つ
の
班
に
分
か
れ
、

村
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、S
N
S
で
の
魅

力
発
信
、ジ
ャ
ガ
イ
モ「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
」を

使
っ
た
料
理
の
試
作
、農
地
と
周
辺
環
境
を
守

る
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、飯
舘
村
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。ポ
ス
タ
ー
展
示
や

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

福島大学食農学類

前田・八和木地区の未利用農地を活用し景観作物でも
ある赤ソバを播種。10月には赤い花が見頃を迎えます。

■農学実践型教育プログラムでは、学生が２年次後期から１年半をかけ、地域の食と農に関する課題に取り組みます。フィー
ルドは県内７市町村にあり、メンバーは専門領域４コースを横断して編成。地域に根差した活動で、実践力を磨いています。

村をPRするイベントで

は菜の花を用いた栞

を配布。地域の力にな

れたらうれしいです。

食農学類３年
兼子喜史 さん

　
県
立
医
大
保
健
科
学
部
作
業
療
法
学
科

の
実
習
が
、村
内
で
続
い
て
い
ま
す
。

　「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」で
は
、入
居
者
と
の
交

流
を
含
む
臨
床
実
習
を
、前
後
期
合
わ
せ
て

12
回
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、７
月
に
は
、２
回
の「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
実
習
」を「
い
ち
ば
ん
館
」で
実
施
。サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
つ
な
が
っぺ
」の
利
用
者
や

各
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
に
協
力
し
、学
生

と
の
交
流
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

福島県立医科大学

「いいたてホーム」での臨床実習。入居者と実際に触れ
合い個々の状況に応じた関わり方などを学んでいます。

■今年度から、県立医大・保健科学部作業療法学科の実習が、村内で実施されています。村は同大学と２月に包括連
携協定を締結。村民の健康福祉に関する取り組みを進めながら、医療人材の育成に協力しています。

職員さんと入居者さん

の仲のよさを感じます。

私も入居者さんとお話

できてうれしかったです。

保健科学部２年
中田さくら さん

　
10
月
か
ら
、「
ま
で
い
な
家
」で
、定
期
的
に

「
村
民
食
堂
」を
開
催
し
ま
す
。村
の
方
が
つ

く
る
漬
物
が
メ
イ
ン
の「
一
汁
一
菜
膳
」の
他
、学

生・留
学
生
の
地
元
の
伝
統
料
理
や
、村
外
で

飲
食
店
を
営
む
村
民
や
移
住
者
を
シ
ェ
フ
に

迎
え
た
ラ
ン
チ
も
企
画
中
で
す
。

　
さ
ら
に
、新
た
な「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」も
開
催

予
定
で
、エコ
バッ
ク
や
凍
み
餅
づ
く
り
、エ
ゴマ
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
試
作
、ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
や
ス
マ
ホ

ゲ
ー
ム
の
教
室
ま
で
、プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
彩
で
す
。

福島大学　大黒ゼミ

昨年12月に「までいな家」で開いた村民食堂のひとこ
ま。10月からの定期開催に向け準備を進めています。

■３年にわたり村が発行した自分史集の聞き取りを担当。またNPO法人「もりの駅まごころ協議会」の「みまもり事
業」では村民と協働して訪問活動を行いました。村産もち米を「出世」させる六次化イベントも企画・開催しています。

私 たちが 企 画してい

るさまざまなイベント

に、ぜひ皆さんでご参

加ください。

行政政策学類３年
今 勇人 さん

　
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た「
い
い
た
て
カ
レ
ー
パ

ン
」が
村
民
の
手
に
引
き
継
が
れ
村
内
イ
ベン
ト

で
販
売
さ
れ
た
今
年
５
月
、屋
外
で
使
え
る
調

理
器
具
を
携
え
、応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
渡
邊
と
み
子
さ
ん（
前
田・八
和
木
）の
畑
で

は「
い
い
た
て
雪
っ
娘
」か
ぼ
ち
ゃ
の
播
種
や
わ
き

芽
取
り
を
手
伝
い
、大
学
の
地
元
で
開
催
す
る

イ
ベン
ト
で
も
雪
っ
娘
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　
ま
た
10
月
に
は
、人
と
語
ら
い
食
を
楽
し
む

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
村
内
で
開
催
し
ま
す
。

明治大学　本所ゼミ

菅野宗夫さん（佐須）の農地に建つ「明大ハウス」。最先端
の IＴ技術を用いたハウスで、実習・援農を行っています。

■平成29年、ゼミが拠点を置く神奈川県川崎市などで村の農産物を販売、アンケートを実施しました。翌30年からは
「いいたてカレーパン開発プロジェクト」を展開。また、飯舘村を伝えるイベントを開催し、交流を生み出しています。

プラスのイメージに変

えていくお手伝いがで

きればとイベントやツ

アーを企画しています。

農学部３年
野田悠友 さん

　
Ｐ
９
の
大
阪
大
学
の
他
に
も
、飯

舘
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、実
習
な
ど

を
行
う
大
学
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
福
島
県
立
医
科
大
学

は
、今
年
度
か
ら
、保
健
科
学
部
作

業
療
法
学
科
の
実
習
を「
い
い
た
て

ホ
ー
ム
」や「
い
ち
ば
ん
館
」で
行
って

い
ま
す
。同
学
科
は
、福
島
県
の
複

合
災
害（
地
震
・
原
発
事
故
）の
経

験
を
こ
れ
か
ら
の
医
療
現
場
に
活

か
そ
う
と
、震
災
当
時
の
村
の
状
況

も
実
習
の
中
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
各
地
に
フ
ィ
ー
ル
ド

を
持
つ
福
島
大
学
食
農
学
類
の「
農

学
実
践
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、

飯
舘
村
フ
ィ
ー
ル
ド
の
学
生
が
、地

域
の
課
題
を
く
み
取
り
、村
民
と
関

わ
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、長
期
に
わ
た
っ
て
飯
舘

村
に
通
い
、村
民
と
共
に
幅
広
い
活

動
を
展
開
す
る
大
学
の
ゼ
ミ
や
研

究
室
が
複
数
あ
り
、多
彩
な
発
想

で
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
出
展
や
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
協
力
も
あ
り
、村
民
と
の

交
流
の
輪
も
広
が
って
い
ま
す
。

飯舘村をフィールドに数多くの  活動が展開されています

飯
舘
村
に
こ
だ
わ
り

学
び
を
深
め
る

　
P
８
の「
飯
舘
福
島
学
生
サ
ミ
ッ

ト
」で
は
、学
生
の
皆
さ
ん
の
議
論

か
ら
、活
動
の
背
景
に
あ
る
深
い
思

索
や
地
域
への
愛
着
、人
へ々の
敬
愛

な
ど
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。探
究
心
と
行
動
力
に
満

ち
た
姿
勢
は
清
々
し
く
、被
災
地
の

複
雑
な
状
況
を
理
解
し
た
上
で
、

村
民
と
共
に
歩
も
う
と
し
て
い
ま

す
。学
生
の
皆
さ
ん
は
、紛
れ
も
な
い

『
ふ
る
さ
と
の
担
い
手
』で
す
。

　

ま
た
、学
生
の
眼
差
し
が
と
ら
え

た
村
の
姿
は
、い
き
い
き
と
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュで
、村
や
村
民
を
大
い
に
勇

気
づ
け
る
も
の
で
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
に
も
、こ
れ
か
ら
の
村

づ
く
り
に
関
わ
る
数
々
の
ヒ
ン
ト
が

あ
り
そ
う
で
す
。

　
村
は
今
後
と
も
、飯
舘
村
を
学

び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
大
学
と
の

連
携
を
深
め
、積
極
的
に
関
わ
る

学
生
の
皆
さ
ん
の
力
も
お
借
り
し

な
が
ら
、『
明
日
が
待
ち
遠
し
く
な

る
よ
う
な
、わ
く
わ
く
す
る
楽
し
い

ふ
る
さ
と
』づ
く
り
を
一歩
一歩
進
め

て
い
き
ま
す
。

寄
り
添
い
、共
に
歩
む

「
ふ
る
さ
と
の
担
い
手
」

保健科学部
作業療法学科作業療法学科

農学実践型教育プログラム
飯舘村フィールド飯舘村フィールド

「福島飯舘学生サミット」に集結した団体の他に
も、紹介しきれない本当にたくさんの大学生が、
村内で学び、村民との関わりを深めています。

（ホームにて）
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